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おしえて『文化財』
ぶん　 か　 ざいひがしまつやま

キッズ集合！
しゅうごう

　1981（昭和56）年、本町二丁目の下沼公園が
オープンしました。もともと下沼の水源は湧き水で
したが、高度経済成長期には雑排水が流れ込んで
いました。
　1971（昭和46）年に開始された下水道の整備に
より美しい姿を取り戻すと、下沼は市民の強い要
望であった「水と緑の調和した公園」として生まれ
変わりました。

下沼公園の開園

キャラクター紹介
市内の小・中学生に配布され
た学習漫画『漫画でわかる 梶
田隆章先生とニュートリノ』の
キャラクターたちです。

歩（弟）梨花（姉）ニュートリノ三兄弟
東松山市生まれ。東京
大学宇宙線研究所教
授。1998年にニュー
トリノ振動の発見を発
表。2015年にノーベル
物理学賞を受賞。

梶田隆章先生

電ちゃん ミューやん タウっち

梶田先生と振り返る思い出の一コマ

同じように本町一丁目の上沼公園も
水を生かした公園として、

1985（昭和60）年に完成したよ。

沼の周辺には、四季折々の花や、
新緑や紅葉が楽しまれるよう

58種類もの樹木が植えられたよ！

Vol.18 1981(昭和56) 年

地域支援課 花いっぱい推進室☎21-1435 23-2236

　街を歩くと、ふとしたところに四季折々の草花が飾ら
れている商店街って素敵ですね。
　東松山駅東口から市役所方面に向かって歩くとぼたん
通り商店会の中に箭弓町広場があります。ピオパークの
愛称で親しまれており、プランターに植えられた草花が
美しく、市民のほっとスペースになっています。
　ピオパークの草花を植えているのは、ぼたん通り商店
会の皆さんです。12人のメンバーで担当を決めて、花植
えを行っているそうです。皆さんお花が大好きで、代表
の星野さんは「お花があるとまちが明るくなります。皆さ
んのお買い物が楽しくなりますように」と話していました。

　今年の夏はとても暑いので、水やり
のときは土だけでなく、葉っぱにも水
をかけるなど工夫をしているそうです。
　ぼたん通り商店会では、地植えの場
所がなくても楽しめるハンギングバス
ケットも飾って、道行く人の目を楽し
ませています。

商店街の花のおもてなし
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当時のイメージ

発掘調査時の航空写真と出土埴輪（昭和50（1975）年撮影）

桜山で作られた埴輪（県内最大級の
大きさ・埋蔵文化財センター展示中）

ぼたん通り商店会の皆さん

箭弓町広場　（ピオパーク）
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